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地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、
「
第
二
十
条
―
第
二
十
七
条
」
を
「
第
十
九
条
―
第
四
十
一
条
」
に
、
「
第

二
十
八
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
、
「
第
二
十
九
条
―
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
三
条
―
第
五
十
七
条
」
に
、
「
第
四
十

二
条
―
第
四
十
七
条
」
を
「
第
五
十
八
条
―
第
六
十
五
条
」
に
、
「
第
四
十
八
条
―
第
五
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
―
第
六
十

八
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
六
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
削
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
図
る
た
め
」
の
下
に
「
、
当
該
抑
制
等
の
た
め
の
施
策
及
び
活
動
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
」
を
加
え
、
同
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
す
る
。

第
八
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第

二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
」
を
「
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
普
及

啓
発
の
推
進
（
こ
れ
に
係
る
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
団
体
等
と
の
連
携
及
び
協
働
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
項
中
第

十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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十

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
基
本
的
事
項

第
十
六
条
を
削
り
、
第
十
七
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
八
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
市
町
村
は
」
の
下
に
「
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
」
を
加
え
、
第
四
章
中
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、

第
二
十
条
の
二
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
五
十
条
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
十
三
条

第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
二
項
」
に

改
め
、
同
条
を
第
六
十
八
条
と
す
る
。

第
四
十
九
条
中
「
第
二
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
六
条
と
す
る
。

第
七
章
中
第
四
十
七
条
を
第
六
十
五
条
と
し
、
第
四
十
六
条
を
第
六
十
四
条
と
す
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
」
を

「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二

十
一
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
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第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
八
第
六
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
六
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
七
」
を
「
第
三
十
一
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
三
条
と
す
る
。

第
四
十
四
条
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
十
二
条

第
三
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」
に
改

め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
五
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
二
条
と
す
る
。

第
四
十
三
条
を
第
六
十
一
条
と
し
、
第
四
十
二
条
の
三
を
第
六
十
条
と
し
、
第
四
十
二
条
の
二
を
第
五
十
九
条
と
し
、
第
四

十
二
条
を
第
五
十
八
条
と
す
る
。

第
六
章
中
第
四
十
一
条
を
第
五
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
六
条
と
す

る
。第

四
十
条
を
第
五
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
三
十
四
条
（
第
六
項
」
を
「
第
四
十
八
条
（
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
を
第
五
十
三
条
と
す
る
。
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第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
五
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
二
条
と
す

る
。第

三
十
六
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
を
第
四
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
を
同

号
ロ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
か
ら
ハ
ま
で
」
を
「
及
び
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第

四
項
中
「
前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
そ
の
他
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
他
の
締
約
国
又
は
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
を
第
四
十
八
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
を
十
四
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
五
章
中
第
二
十
八
条
を
第
四
十
二
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
二
十
七
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
を
十
四
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
二
十
二
条
中
「
単
独
に
」
を
「
単
独
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。
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第
二
十
一
条
の
十
一
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
中
「
、
第
二
十
一
条
の
二
」
を
「
、
第
二
十
六
条
」
に
、
「
第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
」
を
「
第
六

十
三
条
及
び
第
六
十
五
条
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
三
第
一

項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
五

第
四
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
四
十
五
条

第
一
項
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
五

第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
八
第
四
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条

の
五
第
三
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
九
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
の
五
第
四
項

」
を
「
第
二
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
七
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
二
十
一
条
の
六
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と



- 6 -

す
る
。

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
三
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
一
条
の
二
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第

二
十
条
の
六
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
条
の
五
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
の
四
第
一
項
中
「
指
定
都
市
等
は
」
の
下
に
「
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「

第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
条
の
三
第
一
項
中
「
市
町
村
は
」
の
下
に
「
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
化
石

燃
料
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
そ
の
区
域
」
を
「
そ
の
利
用
に
伴
っ

て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
が
よ
り
少
な
い
製
品
及
び
役
務
の
利
用
そ
の
他
の
そ
の
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
公
共
交
通
機
関
」
を
「
都
市
機
能
の
集
約
の
促
進
、
公
共
交
通
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
遅
滞
な
く
」
の
下
に
「

、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
」
を
加
え
、
同
条
第
十
項
中
「
市
町
村
は
」
の
下
に
「
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
」
を
加
え
、
同
条



- 7 -

を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
、
京
都
議
定
書
第
六
条
１
に
規
定
す
る
事
業
」
及
び
「
及
び
京
都
議
定
書
第
十
七
条
に
規
定
す
る
排
出
量

取
引
」
を
削
る
。

附
則
第
四
条
中
「
平
成
二
十
七
年
」
を
「
平
成
三
十
一
年
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
次
項

に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後

の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
法
第
二
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
実
行
計
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画
は
、
新
法
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
と
み
な
す
。

（
国
等
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
等
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
排
出
の
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
六
項
中
「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
十
項
中
「
第
二
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。
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（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。



理

由

地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
定
め
る
事
項
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
の
た

め
の
普
及
啓
発
の
推
進
及
び
国
際
協
力
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

係
る
規
定
の
整
備
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
の
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
約
束
の
履
行
に
係
る
規
定
の
整
理
等

の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


